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　西予市野村町・乙亥会館で毎年11月下旬に
開催される、全国で唯一、有名アマチュア選
手と幕下以下の有望力士達の白熱のプロ・ア
マ対決が見られる相撲の祭り。有名幕内力士
による稚児の成長を祈願する「稚児の土俵入
り」や地元青年による「初っ切り」は乙亥大
相撲の名物。
　取り組み以外にも力士が作る本場のちゃ
んこが堪能できる「ちゃんこ祭り」や観覧者
にあたる「お楽しみ抽選会」などをはじめ
様々なイベントも開催される。

西予市　﹁乙亥大相撲﹂
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全
国
町
村
長
大
会
は
、11
月
20
日
東
京
・

渋
谷
の
N
H
K
ホ
ー
ル
で
全
国
9
3
0

の
町
村
長
、
都
道
府
県
町
村
会
関
係
者
約

1
3
0
0
人
が
出
席
。
来
賓
に
安
倍
内
閣

総
理
大
臣
、
赤
松
衆
議
院
副
議
長
、
関
口

総
務
副
大
臣
、	

石
破
自
由
民
主
党
幹
事
長
、

蓬
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
ら
を
迎
え
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
古
口
副
会
長
（
栃
木
県
茂
木
町

長
）
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
は
じ
め
に
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、「
美
し
い
国
の
原

点
は
ま
さ
に
町
村
に
あ
り
、
そ
の
中
で
町

村
長
は
行
政
の
責
任
者
と
し
て
、	

そ
の
地

域
の
子
供
達
の
未
来
に
責
任
を
負
っ
て
い

全
国
町
村
長
大
会
を
開
催

　

11
月
20
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で　

特　別　決　議
　我々は、これまで平成20年と24年の全国町村長大会におい
て、道州制の導入に反対する特別決議を採択し関係方面へ要請
活動を行ってきた。
　これら特別決議では、道州制への漠然としたイメージや期待
感のみ先行し、国民の感覚から遊離していること、道州制の導
入により市町村合併がさらに強制されれば、農山漁村の住民自
治は衰退の一途を辿り、ひいては国の崩壊につながっていくこ
となどの問題点を指摘した。
　しかしながら、我々の懸念や主張にもかかわらず、与党は
「道州制基本法案」の国会提出を目指すとしている。道州制の
必要性自体の議論が全くなされないまま、示されている法案が
通れば、総理大臣の諮問機関である「道州制国民会議」におい
て、道州制導入が既成事実化され、具体的な制度設計が行われ
ることになる。
　道州制は、地方分権の名を借りた新たな集権体制を生み出す
ものであり、また、税源が豊かで社会基盤が整っている大都市
圏への集中を招き、地域間格差は一層拡大する。加えて、道州
における中心部と周縁部の格差も広がり、道州と住民の距離が
遠くなり、住民自治が埋没する懸念がある。
　それぞれの地域には歴史、文化、慣習、伝統といった地域の
特色があり、国土の多様な姿に見合った多彩な町村が存在する
ことがこの国の活力の源泉であり、地方自治本来の姿であるこ
とを忘れてはならない。
　よって、我々は、「道州制基本法案」の国会提出と道州制の
導入に断固として反対していく。
　　平成25年11月20日
	 全国町村長大会　

る
。
地
域
で
頑
張
る
人
た
ち
が
希
望
を
持

て
、
そ
の
地
域
の
子
供
達
が
そ
の
地
域
で

育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
未
来
を
見

つ
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
、	

そ
う
い
う

日
本
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
安
倍
政
権
の

中
心
的
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
む
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。	

　

次
い
で
藤
原
会
長（
長
野
県
川
上
村
長
）

が
挨
拶
に
立
ち
、
安
倍
総
理
の
経
済
対
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
効
果
が
一
部
の
大
企

業
・
大
都
市
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
全
国

津
々
浦
々
ま
で
地
域
経
済
が
活
力
を
取
り

戻
す
に
は
道
半
ば
で
あ
る
と
指
摘
。	

地
方

の
元
気
な
く
し
て
日
本
の
元
気
は
な
い
と

述
べ
た
上
で
、「
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
く
、
誇
り
あ
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
今

後
と
も
、
町
村
長
相
互
の
連
携
を
一
層
強

固
な
も
の
と
し
、	

直
面
す
る
困
難
な
課
題

に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
は

な
い
か
。」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。	

　

こ
の
後
、
来
賓
挨
拶
に
戻
り
、
赤
松
衆

議
院
副
議
長
、
関
口
総
務
副
大
臣
、
石
破
自

由
民
主
党
幹
事
長
、
蓬
全
国
町
村
議
会
議

長
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ
た
。	

　

来
賓
挨
拶
終
了
後
、
町
村
長
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
大
森
彌
東
京
大
学
名

誉
教
授
が
登
壇
、道
州
制
、
T
P
P
、	

人
口

減
少
と
町
村
を
取
り
巻
く
懸
念
事
項
を
指

摘
し
た
後
、「
町
村
長
は
日
本
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
町
村
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

大
自
然
の
営
み
に
感
謝
し
、
人
々
の
間
の

絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、	

お
金
で
は
換

算
で
き
な
い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
が
農
山
漁
村
地
域
及
び
町
村
の

力
で
あ
り
、
今
後
幾
重
も
の
困
難
が
待
ち

受
け
て
い
る
と
思
う
が
、
町
村
の
希
望
な

し
に
日
本
の
希
望
は
な
い
の
で
、
明
日
の

町
村
、	

明
日
の
日
本
を
切
り
開
い
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
を
激
励
。	

　

こ
の
後
、大
会
議
長
に
谷
口
副
会
長
（
三

重
県
大
紀
町
長
）
を
選
出
し
、
議
事
に
入

り
、決
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、	

原
案
通
り

決
定
し
た
。
次
に
、
道
州
制
の
導
入
に
反
対

す
る
特
別
決
議
案
が
上
程
さ
れ
、
白
石
副

会
長
（
本
会
会
長
）
が
提
案
理
由
説
明
を
行

い
、
満
場
一
致
で
決
議
。
さ
ら
に
34
項
目
の

大
会
要
望
も
一
括
採
択
さ
れ
た
。	

　

こ
れ
ら
の
決
議
、
特
別
決
議
、
要
望
事

項
を
実
現
す
る
た
め
の
実
行
運
動
方
法
に

つ
い
て
は
、
町
村
長
は
地
元
選
出
国
会
議

員
、
政
府
要
路
に
対
し
、
適
宜
、
有
効
な

方
法
で
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
13
時
30
分

に
大
会
を
閉
会
し
た
。	

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
全
町
長
と
事
務
局

職
員
が
出
席
し
た
。

提案理由を説明する白石副会長
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全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
第
44
回

定
期
総
会
が
、
11
月
15
日
に
東
京
・
メ
ル

パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

関
係
者
約
7
2
0
名
が
出
席
。本
県
か
ら

は
関
係
市
町
長
、
議
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
堤
専
務
理
事
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、は
じ
め
に
溝
口
会
長
（
島
根
県
知
事
）

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
総
務
大

臣
（
関
口
昌
一
総
務
副
大
臣
代
理
出
席
）

か
ら
の
祝
辞
に
続
い
て
国
会
議
員
や
関
係

省
庁
の
関
係
者
を
紹
介
。
祝
電
披
露
の
の

ち
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
第
1
号
議
案
の

「
役
員
の
承
認
及
び
選
任
」
が
行
わ
れ
た
。

平
成
26
年
度
過
疎
関
係
予
算
・
施
策
を
要
望

　

11
／
15　
全
国
過
疎
連
盟
定
期
総
会　

過疎対策の積極的推進のための要望
　過疎地域は、我が国の国土の過半を占め、豊かな自
然や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、都市
に対する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環
境の保全、いやしの場の提供、災害の防止、森林によ
る地球温暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的
機能は国民共有の財産であり、それは過疎地域に住む
住民によって支えられてきたものである。
　人口減少と少子・高齢化が急速に進んでいる今日、過
疎地域では、多くの集落が消滅の危機に瀕するなど、極
めて深刻な状況に直面しているが、過疎地域が安心・
安全に暮らせる地域として健全に維持されていくこと
が、多面的・公益的機能の維持と、ひいては都市をも
含めた国民全体の生活の向上につながることを認識し、
引き続き過疎地域に対して総合的かつ積極的な支援を
行い、住民の暮らしを支えていく政策を確立・推進す
ることが重要である。
　よって、下記事項について特段の配慮を強く要望する。

記
₁　過疎市町村の財政基盤の確立
　　地方交付税を充実し過疎市町村の財政基盤を強化
するとともに、過疎対策事業債の必要額を確保し、道
路・橋りょうの維持補修などに過疎対策事業債を適
用する対象事業の拡大を図る
₂　住民が安心・安全に暮らせる生活基盤の確立
　　医療の確保、交通の確保、雇用の確保、教育環境
の整備等を、広域的な事業による対応も含めて積極
的に推進し、住民が安心・安全に暮らせるための生
活基盤を確立する
₃　高度情報通信等社会の恩恵を享受できるインフラ
の整備
　　過疎地域においても高度情報通信等社会の恩恵を享
受できるよう、高度情報通信基盤、高規格幹線道路等
の道路網の整備を図り、地域社会の活性化を促進する
₄　地域資源を活用した産業の振興と雇用の創出
　　森林の管理、農地の利用、地域資源を活用した観
光及び地場産業の振興等過疎地域の環境と特性を活
かした産業振興を支援し、新たな雇用を創出する
₅　集落対策の促進と地域の活性化
　　集落対策、都市との交流、多様な主体の協働によ
る地域社会の活性化と人材の育成・活用等による総
合的な集落対策を積極的に推進する

過疎地域自立促進特別措置法の
見直しに関する決議及び
平成26年度過疎対策関係
政府予算・施策に関する決議

１　過疎地域自立促進特別措置法の見直しに関する決議
　⑴　現行過疎地域を維持継続すること
　⑵　過疎対策事業債の対象事業の拡大を図ること

₂　平成26年度過疎対策関係政府予算・施策に関する決議
　⑴　地方交付税による財源保障機能の充実強化を図
ること

　⑵　過疎対策事業債の必要額を確保すること
　⑶　住民が安心・安全に暮らせる生活基盤を確立する
こと

　⑷　高度情報通信・高速道路社会の恩恵を享受できる
インフラの整備を図ること

　⑸　地域資源を活用した産業振興を支援し、新たな雇
用を創出すること

　⑹　集落対策と地域社会の活性化に対する支援を強
化すること

　　以上、総意をもって決議する
　　　平成25年11月15日
　	 全国過疎地域自立促進連盟　

全国過疎地域自立促進連盟第44回定期総会次第
₁　開会の辞
₂　会長挨拶
₃　来賓祝辞
₄　来賓紹介
₅　議長選出
₆　議　　事
　①　事業報告
　②　報告事項
　③　議案審議
　　・任期満了に伴う役員の承認及び選任について
　　・平成26年度過疎対策関係政府予算・施策に関す

る要望について
　　・決　議
　　・要請活動方法について
₇　閉会の辞

　

次
に
、
第
2
号
議
案
の
「
平
成
26
年
度

過
疎
対
策
関
係
政
府
予
算
・
施
策
に
関
す

る
決
議
・
要
望
」
に
つ
い
て
、
別
掲
の
と

お
り
決
定
。

　

最
後
に
実
行
運
動
方
法
を
決
定
し
て
、

盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
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第
57
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
を
開
催

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
11
月
13
日

東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国

の
町
村
議
会
議
長
な
ど
関
係
者
約
1
，

7
0
0
人
が
出
席
の
も
と
、「
真
の
分
権
型

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
「
第
57
回
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
江
端
事
務
総
長
の
司
会
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
開
会
の
こ
と
ば
、
国
歌
斉

唱
に
続
い
て
、
蓬
会
長
（
香
川
県
直
島
町

議
長
）
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
①
国
は
被

災
地
の
真
の
再
生
に
総
力
を
結
集
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
一
刻
も
早
い
収
束
を
図
る
こ
と
、

②
経
済
雇
用
対
策
の
実
施
を
図
る
こ
と
、

③
残
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革
を
更
に
進
め

る
こ
と
、
③
道
州
制
は
絶
対
に
導
入
し
な

い
こ
と
、
④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
我
が
国
の
実
情
に

十
分
配
慮
し
た
交
渉
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

農
山
漁
村
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
、
⑤
一
般
財
源
総

額
の
確
保
、
特
に
地
方
交
付
税
総
額
の
確

保
を
求
め
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
税
制

改
正
に
お
い
て
焦
点
と
な
る
と
さ
れ
る
地

方
税
の
総
額
の
確
保
及
び
制
度
の
堅
持
を

強
く
求
め
て
い
く
こ
と
、
⑥
私
ど
も
町
村

議
会
は
、
議
会
自
ら
の
改
革
・
活
性
化
に

努
め
、
住
民
の
信
託
に
十
分
応
え
ら
れ
る

議
会
と
し
て
い
く
こ
と
。」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
大
会
の
意
義
を
鮮
明
に
す
る
た

め
、「
今
こ
そ
政
官
産
学
の
各
界
各
層
か
ら

の
英
知
を
結
集
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
早
期
収
束
と
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
成
し
遂
げ
る

と
と
も
に
、
自
治
能
力
を
高
め
、
都
市
と

農
山
漁
村
が
「
共
生
」
し
う
る
社
会
を
強

力
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」

と
す
る
宣
言
を
採
択
。

　

続
い
て
来
賓
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、

伊
吹
衆
議
院
議
長
、山
崎
参
議
院
議
長
、関

口
総
務
副
大
臣
、
石
破
自
由
民
主
党
幹
事

長
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
か
ら
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
議
長
団
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
ま
ず
要
望
事
項
24
件
、
四
国
地
区
ほ

か
8
地
区
の
要
望
9
件
、
さ
ら
に
、
町
村

議
会
議
長
の
総
意
を
結
集
し
当
面
す
る
重

要
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
決
議
案
や

「
道
州
制
の
導
入
に
断
固
反
対
す
る
特
別

決
議
案
」
な
ど
5
件
の
特
別
決
議
案
を
満

場
一
致
で
採
択
。

道州制の導入に断固反対する特別決議
　我々町村議会は、平成20年の町村議会議長全国大会以来、あ
らゆる機会を通じて、道州制の導入には反対であることを政
府・国会に対し、強く要請してきた。
　しかしながら、与党においては、「道州制推進基本法案」を
国会に提出する動きがあり、一部の野党においては、すでに
「道州制への移行のための改革基本法案」を提出するなど、道
州制の導入を目指す動きが依然としてあることに強い不信の
念を抱かざるを得ない。
　これらの法案は、道州制導入の必要性・理念や導入後の具体
的な姿を明確に示さないまま、期限を区切って国民会議に制度
設計を委ね、さらに政府に対して法制整備を義務付けており、ま
さに道州制導入ありきの法案であると言わざるを得ない。
　道州制が導入された場合、事務権限の受け皿という名目の
もと、ほとんどの町村においては、事実上の強制合併を余儀な
くされ、結局は大都市やインフラ整備が整った中心地域にヒ
ト・モノ・カネが一極集中し、地域間の格差はますます拡大す
るおそれが極めて強い。
　加えて、効率性や経済性のみを優先し、一方的に再編され
た「基礎自治体」や道州では、現在の市町村や都道府県に比べ、
住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民自治が衰退して
しまうことは明らかである。
　このような道州制は、地方分権とは似て非なるものであり、
国を弱体化させるものである。むしろ今行うべきことは、多様
な自治体の存在を認め、地域の自主性・自立性を高めることを
主眼とする地方分権改革を積極的かつ着実に推進していくこ
とである。
　よって、道州制の導入には断固反対する。
　以上、特別決議する。
　　平成25年11月13日
	 第57回町村議会議長全国大会　

宣　　　　言
　我々町村は、国民の生命を支えるため、食料供給、水源
涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、自然を活かし
た地場産業を創出し、個性あるまちづくりを進めてきた。
　しかしながら、都市部では景気回復の兆しが見られる
ものの、町村は、少子・高齢化や過疎化の中で、依然と
して深刻な経済・雇用情勢に悩まされ、地域の活力は減
退の一途をたどっており、厳しい立場に立たされている。
　加えて、東日本大震災と福島第一原子力発電所事故に
よる影響は、被災地のみならず我が国社会全体に及び、依
然として大きな爪痕を残している。
　特に、福島県の楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪
江町、葛尾村、飯舘村においては、大震災から２年８か
月経過した今でも行政の拠点となるべき役場を故郷の地
に設けることができず、仮役場にて業務を行わざるを得
ない状況に置かれている。
　今こそ政官産学の各界各層からの英知を結集し、福島
第一原子力発電所事故の早期収束と東日本大震災からの
一刻も早い復興を成し遂げるとともに、自治能力を高め、
都市と農山漁村が「共生」しうる社会を強力に進めてい
くことが重要である。
　国は、地方分権改革を推進するため、本年、「地方分権
改革推進本部」を設置するとともに、「第３次一括法」を
制定したが、依然として残された課題は多く、これまで
以上に全国の町村の声に十分耳を傾け、真の分権型社会
が実現されることを大いに期待するものである。
　我々議会人は、本日、「第57回町村議会議長全国大会」
を開催し、一致結束して、果敢に行動していくことをこ
こに誓う。
　以上、宣言する。
　　平成25年11月13日　
　	 第57回町村議会議長全国大会　

　

続
い
て
、
実
行
運
動
方
法
を
協
議
・
決

定
し
た
後
に
、「
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
」
を

行
い
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、「
想
定
を
超
え
る
災
害
に

ど
う
備
え
る
か
」
と
題
し
、
群
馬
大
学
広

域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
群
馬

大
学
理
工
学
研
究
院
教
授　

片
田
敏
孝	

先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
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第
54
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
　開会のあいさつを述べる関本本県会長

　トータルフィットネス・インストラクター
 西本　真寿美 先生　

政治アナリスト　伊藤　惇夫 先生

　

自
民
党
幹
部
と
の

　
　

 

懇
談
会
を
開
催

　
　
11
月
12
日 

自
民
党
本
部
で

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
代
表
者
と
自
民

党
幹
部
と
の
懇
談
会
が
、
議
長
全
国
大
会

に
先
立
つ
11
月
12
日
同
党
本
部
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
都
道
府
県
町
村
議
長
会
の
会

長
・
局
長
ら
1
0
0
人
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、「
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会
」
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
大
会
で
決

定
す
る
決
議
・
要
望
等
の
実
現
方
に
つ
い

て
要
請
す
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
。

　

懇
談
会
は
、司
会
を
務
め
る
原
田
法
務
・

自
治
関
係
団
体
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
蓬
全
国
町
村
議
長
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
石
破
幹
事
長
、
横
手
参
議
院

幹
事
長
、
横
田
総
務
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

研
修
会
は
、
定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。

は
じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
関
本
本

県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
地

元
松
前
町
長
の
白
石
県
町
村
会
長
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、

町
村
議
会
議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
8
名
の

方
々
に
対
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

　

恒
例
の
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
本
県
当
番
に
よ
り
、

11
月
5
日
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、四
国
各
地
か
ら
町
村
議
会
議

員
ら
₄
₃
₀
名
余
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

会
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
県
関
係
で
は
寺
下

滿
憲
上
島
町
議
員
が
受
賞
さ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の

伊
藤
惇
夫
先
生
か
ら「
安
倍
政
権
の
課
題
と

日
本
政
治
の
行
方
」、
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
西
本
真
寿
美

先
生
か
ら
「
働
き
盛
り
の
健
康
法
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
村
田
高
知
県
会

長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4
時

35
分
に
閉
会
し
た
。

　

こ
の
後
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
及

び
大
規
模
災
害
対
策
、
道
州
制
断
固
反
対
、

地
方
分
権
推
進
、
町
村
税
財
源
の
充
実
強

化
、
農
林
水
産
業
振
興
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
減
反
政

策
）、
離
島
振
興
等
町
村
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
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時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
合
併
か
ら

10
年
、
こ
の
間
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
変

化
は
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

し
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う

未
曾
有
の
経
験
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
西
予
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
体
感

の
醸
成
と
建
設
計
画
の
実
行
を
着
々
と
進

め
ま
し
て
、
現
在
建
設
し
て
お
り
ま
す
新

病
院
や
統
合
小
学
校
、
今
後
予
定
の
し
尿

処
理
施
設
や
小
学
校
再
編
に
よ
る
校
舎
建

設
等
で
大
き
な
事
業
は
一
区
切
り
と
言
え

る
状
況
で
す
。

　

10
年
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
輝
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

1
年
で
も
、
宇
和
町
小
の
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン

プ
や
城
川
町
の
入
船
氏
所
有
の
乳
牛
が
日

本
一
に
輝
き
、
三
瓶
町
の
宇
都
宮
氏
が
技

能
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
取
ら
れ
る
な
ど
、

色
々
な
と
こ

ろ
で
人
や
モ

ノ
が
輝
き
、

人
の
集
ま
り

で
地
域
が
輝

き
、
そ
し
て

西
予
市
が
輝

い
た
、
そ
の

結
果
が
先
の

「
四
国
西
予

ジ
オ
パ
ー

ク
」
認
定
で

あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

地
形
や
地
質
と
い
う
自
然
遺
産
の
み
で

な
く
、
人
の
暮
ら
し
に
よ
っ
て
築
か
れ
て

き
た
歴
史
文
化
遺
産
が
相
ま
っ
て
認
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
大
地
と
人

の
関
係
を
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
つ
な

い
で
い
く
全
市
民
の
取
り
組
み
そ
の
も
の

が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
り
、
一
番
は
そ
こ
に

住
む
人
が
い
き
い
き
と
輝
く
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
認
定
を
契
機
と
し
て
、
ま
ず
は
市

民
が
ジ
オ
に
つ
い
て
学
び
・
親
し
む
こ
と

で
、
地
域
の
宝
に
気
づ
き
誇
り
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
ジ
オ
の
魅
力
を
観
光
や
産
業

振
興
に
つ
な
げ
、
西
予
市
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
過
疎
・
高
齢
化
に
よ
り
、
限
界

集
落
と
な
る
と
こ
ろ
が
増
加
し
て
お
り
、

大
変
重
要
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
3
年

随想随想随想

﹁
合
併
10
年
、輝
く
ま
ち
・
せ
い
よ
﹂

 

西
予
市
議
会
議
長　

浅
　
野
　
忠
　
昭
　

前
か
ら
市
が
は
じ
め
た
地
域
づ
く
り
交
付

金
制
度
に
よ
り
、
自
主
・
自
立
・
協
働
と

い
う
新
た
な
地
域
づ
く
り
事
業
が
展
開
さ

れ
、
ま
さ
に
地
域
の
輝
き
が
垣
間
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
西
予
市
が
輩
出
し
た
、
日
本

初
の
産
科
女
医
で
あ
る
楠
本
イ
ネ
や
、
ハ

ン
セ
ン
病
と
た
た
か
い
続
け
た
詩
人
塔
和

子
さ
ん
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
御
用
糸

と
し
て
使
わ
れ
た
野
村
シ
ル
ク
も
、
西
予

市
を
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

西
予
の
魅
力
は
、
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
か

ら
1
4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
の
中
か

ら
く
る
多
様
性
が
最
大
の
資
源
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
資
源
を
市
民
の
力
を
借
り

て
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
づ
け
て
あ
ら
ゆ
る

場
で
発
信
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
輝

く
ま
ち
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

ジオパーク認定セレモニー

 

黒
瀬
川
構
造
帯
の
地
層
が
見
え
る
須
崎
海
岸
▼

 

︵
西
予
市
三
瓶
町
︶　

CM大賞に出場した地域づくり組織（川津南やっちみる会）

第２回おイネ賞事業
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

砥 
部 
町

◉「
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
2
0
1
4
」

平
成
₂₆
年
2
月
2
日
㈰
開
催
！

愛 

南 

町

　

海
の
ミ
ル
ク
と
も
称
さ
れ
る
愛
南
町
の

冬
の
味
覚
「
か
き
」
を
メ
イ
ン
に
、
今
年

も
2
月
に
「
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん

2
0
1
4
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
か
き
食
べ
放
題
や
か
き
数
当

て
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
大
鍋
に
よ
る
「
か

き
鍋
」、海
や
山
の
特
産
物
の
販
売
な
ど
楽

し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　
　
9
：
30
～
15
：
00

●
会
　
　
場
／
南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
都
市
公
園

　
　
　
　
　
　︵
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
周
辺
︶

●
内
　
　
容
／

•
か
き
・
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
・
寒
ブ
リ
・
真

鯛 

そ
の
他
海
産
物
加
工
品
の
販
売

•
か
き
食
べ
放
題

　
（
先
着
順
4
5
0
名
限
定
／
有
料
）

•
か
き
数
当
て
ク
イ
ズ

　
（
山
盛
り
殻
付
か
き
の
数
当
て
）

•
大
鍋
に
よ
る
「
か
き
鍋
（
か
き
汁
）」

（
無
料
）

•
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト

•
農
水
産
物
等
郷
土
料
理
の
販
売
な
ど

◆
詳
し
く
は
、
愛
南
町
観
光
協
会

　
（
☎
0
8
9
5
-73
-0
4
4
4
）
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先
／

　

道
の
駅
ひ
ろ
た
﹁
峡
の
館
﹂

　

☎
０
８
９
︵
９
６
９
︶
２
０
７
０

◉
自じ

然ね
ん

薯じ
ょ

は
い
か
が

︻
概
　
要
︼

　

今
年
も
自
然
薯
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
、
道
の
駅
ひ
ろ
た
峡
の
館
で

行
わ
れ
た
「
自
然
薯
ま
つ
り
」
で
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
来
場
し
、
麦
と
ろ
や
と
ろ

ろ
か
け
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
た
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
販
売
用

の
自
然
薯
も
買
い
求
め
る
人
た
ち
に
よ
っ

て
み
る
み
る
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

峡
の
館
で
は
、
広
田
特
産
の
自
然
薯
を

数
多
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
の

「
年
越
し
そ
ば
」は
自
然
薯
で
と
ろ
ろ
そ
ば

に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ぜ
ひ
砥
部
町

道
の
駅
ひ
ろ
た
「
峡
の
館
」
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
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11
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
25
年
度
県
と
市
町
の
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、
地
方
分
権
改

革
有
識
者
会
議

▽
2
日
＝
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
評
議

員
会

▽
3
日
＝
平
成
25
年
度
愛
媛
県
功
労
賞
授

賞
式
、
平
成
25
年
度
愛
媛
県
教
育
文
化

賞
受
賞
式
、
両
賞
合
同
祝
賀
会

▽
5
日
＝
第
54
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
、
愛
媛
県
医
療
審
議
会

▽
6
日
＝「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」

へ
の
支
援
に
関
す
る
要
望
、
全
国
町
村

会
正
副
会
長
会
、地
域
防
災
計
画
・
避
難

計
画（
原
子
力
災
害
編
）の
策
定
支
援
に

関
す
る
説
明
会
、（
一
財
）全
国
自
治
協

会
理
事
会
・
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同

組
合
理
事
会
、全
国
町
村
会
理
事
会（
都

道
府
県
会
長
会
）、
同
政
務
調
査
会
、
福

井
県
町
村
会
長
ほ
か
と
の
意
見
交
換
会

▽
7
日
＝
在
伯
愛
媛
県
人
会
創
立
60
周
年

記
念
訪
問
団
出
発
（
16
日
ま
で
）、第
17

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
３
回
会
議
、
㈶
全
国
市

町
村
振
興
協
会
平
成
25
年
度
地
区
幹
事

会
議
（
8
日
ま
で
）

▽
8
日
＝
自
治
労
県
本
部
か
ら
の
要
望
、

平
成
25
年
度
第
3
回
全
員
連
絡
会

▽
11
日
＝
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
2
0
1
3
及
び
交
流
会
、
中
央
教
育

審
議
会
教
育
制
度
分
科
会
（
第
36
回
）

▽
12
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
自
由
民

主
党
と
の
懇
談
会
、愛
媛
県
行
政
改
革
・

地
方
分
権
推
進
委
員
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
介
護
保
険
審
査
会
、
第

57
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
、
平
成

　　

  
理
解
と
結
束

　

拉
致

　
　

親
の
愛
は
、
世
界
を
動
か
す
。

　
　

拉
致
問
題
は
、

　
　

私
た
ち
す
べ
て
の
問
題
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
川
雅
彦

　
　

必
ず
取
り
戻
す
！

　
　
　
　
　

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部

　

こ
れ
は
、
拉
致
問
題
啓
発
ポ
ス
タ
ー
で

あ
る
。（
内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部
）

　

新
潟
県
の
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
、
中
学

校
か
ら
帰
宅
中
に
拉
致
さ
れ
て
36
年
。
無

垢
な
少
女
は
、
10
月
5
日
で
49
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
。

　

拉
致
か
ら
36
年
の
間
、
80
歳
に
な
る
父
、

77
歳
の
母
の
心
中
、
さ
ら
に
終
着
期
日
の

見
え
な
い
胸
中
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
実
に
深
く
心
痛

め
な
い
人
の
親
は
、
世
に
い
な
い
…
。
未

だ
に
『
私
た
ち
す
べ
て
の
問
題
』
と
し
て

啓
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
ポ
ス
タ
ー
」

を
目
に
す
る
事
象
に
、
切
な
く
情
け
な
い

気
が
す
る
。

　

我
が
国
は
、
争
い
ご
と
を
嫌
い
諸
外
国

が
羨
む
ほ
ど
の
平
和
国
家
で
あ
り
な
が
ら
、

長
期
に
亘
る
拉
致
被
害
者
の
悲
劇
が
存
在

す
る
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
る
。
取
り
戻

す
こ
と
は
、
国
民
の
願
で
あ
り
当
然
の
主

張
で
あ
る
。
な
お
、
先
の
大
戦
後
、
焼
け

野
原
か
ら
国
民
が
一
致
結
束
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
今
日
の
経
済
発
展
、
成
熟
社

会
を
勝
ち
取
っ
た
実
績
が
あ
る
。

　

さ
て
、
寒
さ
厳
し
い
時
季
に
入
っ
た
が
、

3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
2
年
9
か

月
経
っ
た
。
未
だ
仮
設
住
宅
暮
ら
し
、
他
県

は
じ
め
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
日
々

を
送
る
人
々
の
安
住
は
遅
れ
て
い
る
。当
時

の
心
溢
れ
る
国
内
外
か
ら
の
支
援
は
、隅
々

ま
で
浸
透
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
、そ
の
後

が
何
と
な
く
も
ど
か
し
く
感
じ
る
。被
災
地

の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
安
定
社
会
は
形

成
出
来
な
い
し
、
あ
り
得
な
い
。

　

止
ま
り
た
く
て
も
止
ま
れ
な
い
時
が
刻

ま
れ
て
行
く
中
、
復
興
は
関
係
者
全
て
が

一
丸
と
な
っ
て
、
横
道
？
で
な
く
一
心
に

推
し
進
め
る
積
極
的
な
実
践
し
か
な
い
。

　

ま
た
、
近
未
来
に
食
糧
確
保
戦
争
に
な

ら
な
い
よ
う
に
食
糧
自
給
率
ア
ッ
プ
を
裏

打
ち
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
戦
略
、
各
分
野
の
優

れ
た
技
術
力
と
技
術
者
の
活
用
と
保
護
、

明
瞭
な
領
土
問
題
の
主
張
と
行
動
の
世
界

的
展
開
、
列
島
海
域
に
眠
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
か
す
研
究
促
進
、
次
期
世
代
を
担
う

若
年
層
の
教
育
、
高
齢
者
と
女
子
力
の
活

用
な
ど
、コ
ツ
コ
ツ
で
な
く
全
て
併
行
、急

い
で
こ
そ
結
果
が
出
る
。
結
束
で
そ
れ
を

勝
ち
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
今
、
諸
外
国
に
先
ん
じ
た
超
高

齢
社
会
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
各
界
に
お
い
て
物
心
と
も
に
格
差

を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
に
汗

を
流
し
、
と
も
に
涙
を
流
し
、
と
も
に
笑

い
を
満
た
す
た
め
に
、
何
と
し
て
も
理
解

と
結
束
が
大
事
な
時
で
あ
る
。

　

歩
き
ス
マ
ホ
を
注
意
し
た
大
人
に
、
子

供
が
『
あ
の
人
も
歩
き
な
が
ら
や
っ
て
い

る
よ
！
』（
小
学
校
庭
の
二
宮
金
次
郎
像
）。

こ
の
よ
う
な
風
刺
は
、
川
柳
の
詠
み
ま
で

と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
善
と
は
何
か
、
後
味
の
良
い
事
だ
。

　

悪
と
は
何
か
、
後
味
の
悪
い
事
だ
」

　

�

（
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ　

米
国
の
小
説
家
）

一

筆

25
年
度
愛
媛
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

等
推
進
委
員
会
、
平
成
25
年
度
愛
媛
県

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

▽
14
日
＝
議
長
研
修
会

▽
15
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
2
1
回
理
事
会
、
同
第
44
回
定
期

総
会

▽
18
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会
（
第
37
回
）、
ダ
ム
・
発
電
関
係
市

町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
、
地
方
自
治

懇
談
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
同

理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
町
会
、
全
国

町
村
長
大
会
運
営
委
員
会

▽
20
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
平
成
25

年
度
第
3
回
理
事
会
、
全
国
町
村
長
大

会
、
全
国
町
村
会
税
制
に
関
す
る
要
望

活
動
、
平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会

▽
21
日
＝
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推

進
大
会
定
期
総
会
、
第
58
回
簡
易
水
道

整
備
促
進
全
国
大
会
、
全
国
山
村
振
興

連
盟
通
常
総
会
、
全
国
浄
化
槽
推
進
市

町
村
協
議
会
理
事
会
及
び
同
大
会
、
国

保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
、
地
方
分

権
有
識
者
会
議

▽
22
日
＝
平
成
25
年
度
公
益
法
人
会
計
実

務
研
修
会

▽
25
日
＝
日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員

会
、
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇
談

会
、
平
成
25
年
度
愛
媛
県
私
立
幼
稚
園

教
育
振
興
大
会
「
私
立
幼
稚
園
を
考
え

る
会
」

▽
27
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会

▽
28
日
＝
地
方
分
権
有
識
者
会
議

▽
29
日
＝
平
成
25
年
度
秋
季
副
町
長
会
、

中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分
科
会
総

会


